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研究成果の概要（和文）： 
 日米の大学生を対象とした調査に基づいて，対人ストレッサーの経験頻度，およびそれらが
心理的健康に及ぼす影響の文化差を検討した。その結果，他者への依存や他者を気遣っての本
心抑制によるストレスは，アメリカ人よりも日本人の方が経験しやすく，それらの文化差はパ
ーソナリティやソーシャルスキルによって部分的に媒介された。対人ストレスの心理的健康に
対する悪影響は部分的に日本の方が強かったが，基本的には両文化で共通していた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This research examined the cultural influence on frequency of interpersonal stress 
experiences and its aversive effects on psychological well-being by questionnaires toward 
undergraduates in Japan and United States. As a result, interpersonal stress caused by 
overdependence toward others and inhibition of assetiveness is more frequent in Japanese 
than in Americans, and this cultural difference was partly mediated by social skills and 
personality. Aversive effects of interpersonal stress on psychological well-being were 
generally common in both culture, though partly more salient in Japanese than Americans. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)児童・生徒の暴力やいじめ，青年の対人不
適応，晩婚化・未婚化の背景にある対人リス
ク回避志向，中高年の自殺の背景にある人間

関係の軋轢など，現代日本社会が抱えている
重大な諸問題は，対人ストレスの問題でもあ
るという共通項がある。それらの対策として，
カウンセリングなどの対処療法のみでは不
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十分であり，対人ストレスの生起およびそれ
に伴う不適応を抑制するような社会を構築
するための試みも，少なからず必要であると
思われる。 
 
(2)そのためにはまず，対人ストレスの具体
的様相を把握・理解することが必要である。
この点に関する先行研究（橋本，1997，2005a，
2005b）においては，ストレッサーとなりう
る対人的相互作用が，大まかには，(a)ケン
カや対立など，他者から敵対的な態度・行動
を受ける「対人葛藤」；(b)自身の落ち度や
消極性によって他者に不快感をもたらす「対
人過失」；(c)対人関係の紛糾を回避するた
めに，あえて意に添わない行動に従事し，期
待はずれを黙認する「対人摩耗」；という３
類型に分類されることが明らかにされてい
る。これらの規定因は類型毎に異なると推測
されるので，ストレッサー生起やストレス深
刻化を制御するために，今後はそれぞれの規
定因を明確化することが必要である。 
 
(3)そして，これら対人ストレスの規定因と
して，文化も重要であると考えられる。文化
が対人関係の諸相と双方向的に関連すると
いう先行研究の知見（北山，1998；Markus & 
Kitayama,1991；Triandis,1995）が対人スト
レスについても適用されるならば，日本を含
むアジア圏では，相互協調的自己観・集団主
義に由来して，対人葛藤の回避規範が強く，
それに反比例する形で対人過失・対人摩耗の
経験頻度が高くなると推測される。一方で，
相互独立的自己観・個人主義に特徴づけられ
る欧米圏では，いわゆる「空気を読む」かの
ような対人摩耗型コミュニケーションは生
じにくいであろう。これらの可能性を明らか
にすることは，現代日本人における対人関係
の諸問題が何に由来するのかを客観的観点
から明確化し，今後の日本社会が目指すべき
方向性を探る上で，有益な指針を提供しうる
と考えられた。 
 
２．研究の目的 
(1)上述の背景に基づいて，本研究では日本と
アメリカを対象とした調査研究を通じて，対
人ストレッサーの経験頻度やインパクトを
規定・調整する要因としての文化が果たす役
割について検討することを目的とした。具体
的には，「（先行研究で見いだされた）対人
ストレッサー類型の文化的普遍性／独自性」，
「各種対人ストレッサーの生起頻度やイン
パクトの文化差」，「それらの文化差を規定・
媒介・調整しうる要因」の３点について明ら
かにすることを目的とした。 
 
(2)まず「対人ストレッサー類型の文化的普
遍性／独自性」について，対人葛藤・対人過

失は，（方向性こそ違うものの）ともに「規
範からの逸脱」という共通点があるので，通
文化的にストレッサーとなりうると推測さ
れた。しかし対人摩耗は，相互依存性や高コ
ンテキスト文化に由来する日本独自のスト
レッサーであり，アメリカのような文化では
認識されにくい可能性も考えられた。 
 
(2)次に「対人ストレッサーの生起頻度やイ
ンパクトの文化差」については，欧米圏にお
ける相互独立的自己観や個人主義と，アジア
圏における相互協調的自己観や集団主義と
の対比から，「対人葛藤の経験頻度に文化差
はないが，対人過失や対人摩耗の経験頻度は
アメリカより日本の方が多いであろう」，「対
人ストレッサーのインパクトは全般的にア
メリカよりも日本の方が強いであろう」とい
った仮説が想定された。 
 
(3)さらに「対人ストレスの文化差を規定・
媒介・調整しうる要因」については，さまざ
まな要因が想定されうるが，本研究ではパー
ソナリティ（特に行動抑制システム：BIS），
ソーシャルスキル，そしてアタッチメント・
スタイルに注目した。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究では，先行研究で指摘されている文
化心理学的要因，すなわち文化的自己観や集
団主義／個人主義などが，対人ストレスの文
化差の背景にあると想定した。そこで，相互
独立的自己観や個人主義によって特徴づけ
られる文化的背景を有すると想定されるア
メリカと，相互協調的自己観や集団主義によ
って特徴づけられる文化の代表格である日
本の比較を中心として，本研究の主たる論点
について検討することとした。 
 
(2)まず，日本人サンプルを対象とした先行
研究（橋本，1997，2005a，2005b）によって
見いだされた対人ストレッサー３類型（対人
葛藤，対人過失，対人摩耗）が通文化的に適
用されうるという本研究の基本的前提を確
認するための予備研究として，日米の大学生
を対象として，対人ストレッサー経験に関す
る自由記述調査を実施した。この研究は，ミ
シガン大学文化心理学研究室の協力を得て
実施された。 
 
(3)次に，上記の予備研究において対人スト
レッサー類型が基本的に通文化的であるこ
とを確認した上で，全般的対人関係における
対人ストレッサーの経験頻度およびそれら
が心理的健康に及ぼす影響の文化差，さらに
それらの文化差を規定する要因を明らかに
するための日米比較調査を実施した。この研
究は，カリフォルニア大学サンタバーバラ校



 

 

文化心理学研究室の協力を得て実施された。 
 
(4)また，親密性による対人的相互作用の差
異にも文化差があるという先行研究の知見
を踏まえて，対人ストレスに対する親密性と
文化の交互作用的影響についても検討を加
えるために，親密性を設定した特定対人関係
における対人ストレッサー経験頻度および
それらと心理的健康の関連の文化差，さらに
それらの文化差を規定する要因についての
日米比較調査も実施した。この研究は，名古
屋大学教育発達科学研究科およびニューメ
キシコ大学コミュニケーション学部の協力
を得て実施された。 
 
(5)さらに，これら一連の日米比較調査にお
いては扱われなかったが，対人ストレスの文
化差に関連しうると思われる要因のひとつ
として，アタッチメント・スタイルが挙げら
れる。これについても，調査対象は日本人の
みとなったが，補足的に調査を実施した。 
 
４．研究成果 
(1)予備研究として実施された日米学生の対人

ストレッサーに関する自由記述調査では，主

たる知見として以下の点が見いだされた。 
①日米ともに対人ストレッサーの種類は概ね

先行研究から想定された３類型に基本的に対

応していることが確認された。すなわち，対

人ストレッサーは大まかには，対人葛藤（葛

藤，批判，軽視，誤解），親密性欠如（親密

性欠如，孤立，喪失），対人摩耗（困惑，自

制，噂，関係形成）の３種類に分類された。 
②それらの出現頻度において，対人葛藤に文

化差はなかったが，親密性欠如はアメリカが

，対人摩耗は日本が，それぞれ有意に多かっ

た（表１）。これらの文化差は，アメリカ人

の対人ストレス認識が基本的には親和欲求に

よって規定されるのに対し，日本人のそれは

回避欲求によって規定される可能性を示唆し

ている。 
表１　文化ごとの対人ストレッサー各類型記述数

対人葛藤 親密性欠如 対人摩耗
アメリカ 32 18 8
日本 21 4 24

 
(2)全般的対人関係における対人ストレスの文

化差に関する日米比較調査では，以下の知見

が明らかにされた。 
①対人ストレッサー生起頻度に関しては，仮

説通り，対人葛藤は文化差がなかったが，対

人過失と対人摩耗はアメリカ人よりも日本人

の方が有意に経験しやすかった（図１）。 
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図１ 日米の全般的対人関係における対人ストレッサー

生起頻度 
②対人過失と対人摩耗の文化差は，部分的に

個人差要因としての行動抑制システム（

Behavior Inhibition System：BIS）によって媒介

された（図２）。すなわち，日本人はアメリ

カ人に比べてBISが高く，それが対人ストレッ

サー経験頻度の文化差を部分的に規定してい

た。 

-.44***/-.41***

Interpersonal Blunders

              .24*** R 2=.19***/.25***

Culture -.15** BIS

.31***

Interpersonal Friction

-.25***/-.20*** R 2=.06***/.16***

NOTE: Solid lines represent mediational paths by BIS and broken lines represent direct paths of
culture.
             Culture was coded as Japan = 1 and the U.S. = 2.
            R 2 and Beta of culture on stressors represent these effects before (left) and after (right)

図２ BISによる対人ストレッサー媒介モデル 
③対人ストレッサーが心理的健康に及ぼす悪

影響の文化差については，対人葛藤について

のみ，日本人でその悪影響が有意であったが

アメリカ人で有意でなかった（図３）。した

がって，アメリカ人より日本人の方が対人ス

トレッサーの悪影響を受けやすいという仮説

は，部分的な支持に留まった。このことは同

時に，対人過失と対人摩耗という日本的な対

人ストレッサーがアメリカ人にとっても悪影

響を及ぼしうることを意味しており，これは

対人葛藤を中心としたアメリカの対人ストレ

ス研究に一石を投じる知見と言えよう。 

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

Conflict Low Conflict High

Ps
yc
ho

lo
gi
ca
l D

is
tr
es
s

Japan

United States
β = .33***

β = .14

図３ 対人葛藤と文化による心理的ディストレス 
 
(3)親密性要因を加味した，特定対人関係にお



 

 

ける対人ストレスの文化差に関する日米比較

調査では，以下の知見が明らかにされた。 
①文化と親密性による対人ストレッサー経験

頻度について，対人葛藤は日米ともに高親密

関係より低親密関係の方が多く，対人過失は

アメリカより日本が，低親密関係より高親密

関係がそれぞれ多く，対人摩耗は日本の高親

密関係のみ相対的に少なかった（図４）。 
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図４ 文化と親密性による対人ストレッサー経験頻度 
これらの結果は，文化，親密性，そしてスト

レッサーの種類による３要因の交互作用とし

て対人ストレッサーの経験頻度が規定される

ことを示している。 
②高親密関係における対人過失についてのみ

であるが，その文化差に対するソーシャルス

キルの媒介効果が有意であった。 
③高親密関係における対人葛藤頻度とスキル

の関連について，アメリカでは高スキルほど

低頻度という負の関連が示されたが，日本で

はそのような関連は示されないという調整効

果が見いだされた。 
④対人ストレッサーとストレス反応の関連に

ついて，高親密関係の対人ストレッサーにつ

いてのみ，アメリカより日本の方がストレス

反応との関連が強いという文化差が見いださ

れた（図５）。 
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図５ 高親密関係のストレッサー頻度と文化によるスト

レス反応 
 
(4)補足的研究として日本人を対象に実施され

た，恋愛関係における対人ストレスとアタッ

チメント・スタイルの関連についての調査で

は，以下の知見が見いだされた。 
①アタッチメントの指標として３類型モデル

を用いた際には，アンビバレント型アタッチ

メントが対人過失と，回避型アタッチメント

が対人摩耗と，それぞれ有意な正の相関を示

した。 
②アタッチメントの指標として２次元モデル

を用いた際には，関係不安が対人過失と，親

密性回避が対人摩耗と，それぞれ有意な正の

相関を示した。これは上記３類型モデルと合

致する結果である。 
③さらに相互協調的自己観が関係不安，対人

過失，対人摩耗と有意な正の関連を示したこ

とから，日本人における対人過失や対人摩耗

の多さは，相互協調的自己観に由来する関係

不安もしくはアンビバレント型アタッチメン

ト・スタイルの媒介効果によってもたらされ

る可能性が示唆された。 
 
(5)さらに本研究の副産物的成果として，対人
ストレスと文化の関連にまつわる先行研究
レビューが，2010 年 4 月刊行の書籍「対人関
係とコミュニケーション」（誠信書房）の第
10 章「対人関係のストレス」に部分的に援用
された。ここでは対人ストレッサーの認知，
対人ストレス直面時の情動的反応，対人スト
レスへの対処という 3 側面において文化が調
整要因となる可能性が指摘され，対人ストレ
スと文化の関連可能性にまつわる研究をさ
らに進展させるための指針が呈示された。 
 
(6)以上の研究成果は，概ね本研究で想定され
た目的を達成し，仮説を支持するものであっ
た。その概要と今後の展望については，以下
のようにまとめられよう。 
①まず，対人ストレッサーの経験頻度の文化
差およびその規定因については，アメリカ人
よりも日本人の方が対人過失や対人摩耗を
経験しやすく，その文化差が BIS やソーシャ
ルスキル，アタッチメントなどの要因によっ
て部分的に媒介されることが確認された。し
かし，それらの個人差要因による媒介効果は
限定的であり，対人ストレッサー生起頻度の
文化差を理解するためには，さらにソーシャ
ル・ネットワークや社会システムなどの社会
環境的・外的要因について検討を重ねる必要
があるだろう。 
②次に，対人ストレッサーが心理的健康に及
ぼすインパクトの文化差については，対人葛
藤のインパクトがアメリカ人よりも日本人
にとって顕著であるという仮説通りの結果
に加えて，対人過失や対人摩耗が日本人のみ
ならずアメリカ人にもネガティブな影響を
及ぼすという知見が見いだされた。このこと
は，対人葛藤タイプのストレッサーを中心と
したアメリカ流の対人ストレス研究におけ
る盲点をつくものであり，海外の対人ストレ
ス研究に一定のインパクトを与えうる知見



 

 

であると思われる。同時に，これらの対人ス
トレッサーのインパクトが通文化的である
ことから，これらのストレッサーのインパク
トを抑制するような社会文化的環境の構築
は論理的には難しいと考えることもできよ
う。したがって，対人ストレスの悪影響を防
ぐためには，それが生起してからの対応を考
えるよりも，対人ストレスの生起そのものを
抑制しうる社会文化的環境を構築するよう
な方略を模索することが，一見遠回りのよう
で実は有効なのではないだろうか。 
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